
JP 2014-188187 A5 2016.4.21

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成28年4月21日(2016.4.21)

【公開番号】特開2014-188187(P2014-188187A)
【公開日】平成26年10月6日(2014.10.6)
【年通号数】公開・登録公報2014-055
【出願番号】特願2013-66671(P2013-66671)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   3/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｂ   3/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ    3/12     　　　Ｅ
   Ａ６１Ｂ    3/10     　　　Ｒ

【手続補正書】
【提出日】平成28年3月4日(2016.3.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検眼を固視させるための光を発生させる光源と、
　前記光源からの光を前記被検眼の眼底上で主走査および副走査する走査手段と、
　前記光源からの光が前記眼底に照射される照射領域の前記副走査の方向の長さが、前記
副走査の方向における前記主走査の走査間隔以上となるように、前記走査手段を制御する
制御手段と、
を有することを特徴とする眼科装置。
【請求項２】
　前記制御手段により前記主走査の位置および前記副走査の位置に応じて前記光源を点灯
あるいは消灯しながら、前記走査手段により前記光源からの光を前記被検眼の眼底上で主
走査および副走査することにより、前記被検眼の眼底に所定のパターンの固視灯を照射す
ることを特徴とする請求項１に記載の眼科装置。
【請求項３】
　前記制御手段は、前記主走査の位置および前記副走査の位置に応じて、前記光源を点灯
あるいは消灯し且つ前記光源の点灯状態における前記被検眼の眼底に照射される光の光量
を変更するように、前記光源を制御することを特徴とする請求項１又は２に記載の眼科装
置。
【請求項４】
　前記制御手段は、前記光源の点灯状態において、前記光源の点灯初期および点灯後期に
おける前記被検眼の眼底に照射される光の光量が、前記光源の点灯中期における前記被検
眼の眼底に照射される光の光量よりも大きくなるように、前記光源を制御することを特徴
とする請求項１ないし３の何れか１項に記載の眼科装置。
【請求項５】
　前記制御手段は、前記光源の消灯状態から点灯状態に移行する移行時の前記被検眼の眼
底に照射される光の光量が、移行後の点灯状態の前記被検眼の眼底に照射される光の光量
よりも大きくなるように、前記光源を制御することを特徴とする請求項１ないし３の何れ
か１項に記載の眼科装置。
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【請求項６】
　前記制御手段は、前記光源が点灯状態から消灯状態に移行する直前の前記被検眼の眼底
に照射される光の光量が、前記直前よりも前の点灯状態の前記被検眼の眼底に照射される
光の光量よりも大きくなるように、前記光源を制御することを特徴とする請求項１ないし
３の何れか１項に記載の眼科装置。
【請求項７】
　前記制御手段は、前記光源を点灯させ前記被検眼の眼底に前記光源からの光を照射させ
た状態で、特定の位置から主走査の方向に所定の距離だけ離れた消灯位置まで前記走査手
段により前記光源からの光が走査される場合に、前記被検眼の眼底に照射される光の光量
が徐々に大きくなるように、前記光源を制御することを特徴とする請求項１ないし３の何
れか１項に記載の眼科装置。
【請求項８】
　前記制御手段は、前記光源を点灯させ前記被検眼の眼底に前記光源からの光を照射した
点灯位置から主走査の方向に所定の距離だけ離れた特定の位置まで前記走査手段により前
記光源の光が走査される場合に、前記被検眼の眼底に照射される光の光量を徐々に小さく
することを特徴とする請求項１ないし７の何れか１項に記載の眼科装置。
【請求項９】
　前記所定の距離は、前記光源からの光が前記眼底に照射される照射領域の前記主走査の
方向の長さであることを特徴とする請求項７又は８に記載の眼科装置。
【請求項１０】
　前記制御手段は、前記光源の光量を調整することにより、前記被検眼の眼底上に照射さ
れる光の光量を増減させることを特徴とする請求項１ないし９の何れか１項に記載の眼科
装置。
【請求項１１】
　前記光源からの光を減光させる減光手段を更に有し、
　前記制御手段は、前記減光手段を制御することにより、前記被検眼の眼底上に照射され
る光の光量を増減させることを特徴とする請求項１ないし９の何れか１項に記載の眼科装
置。
【請求項１２】
　被検眼を固視させるための光を発生させる光源と、
　前記光源からの光を前記被検眼の眼底上で主走査および副走査する走査手段と、を有し
、
　前記光源からの光が前記眼底に照射される照射領域の前記副走査の方向の長さが、前記
副走査の方向における前記主走査の走査間隔以上であることを特徴とする眼科装置。
【請求項１３】
　前記被検眼を観察するための光を発生させる観察光源と、
　前記観察光源からの光が前記被検眼に照射され反射された戻り光を検出する検出手段と
、を更に有し、
　前記走査手段は、前記観察光源からの光および前記光源からの光を前記被検眼の眼底上
で主走査および副走査することを特徴とする請求項１ないし１２の何れか１項に記載の眼
科装置。
【請求項１４】
　測定光が照射した被検眼からの戻り光と、前記測定光に対応する参照光とを合波した合
波光に基づいて、前記被検眼の断層画像を取得する断層画像取得手段を更に有することを
特徴とする請求項１ないし１３の何れか１項に記載の眼科装置。
【請求項１５】
　前記走査手段は、
　前記主走査するための主走査用走査手段と、
　前記副走査するための副走査用走査手段と、
を含むことを特徴とする請求項１ないし１４の何れか１項に記載の眼科装置。
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【請求項１６】
　被検眼を固視させるための光を発生させる光源と、
　前記光源からの光を前記被検眼の眼底上で主走査および副走査する走査手段と、
　前記主走査の位置および前記副走査の位置に応じて、前記光源を点灯あるいは消灯し且
つ前記光源の点灯状態における前記被検眼の眼底に照射される光の光量を変更するように
、前記光源を制御する制御手段と、
を有することを特徴とする眼科装置。
【請求項１７】
　被検眼を固視させるための光を発生させる光源と、
　前記光源からの光を前記被検眼の眼底上で主走査および副走査する走査手段と、を有す
る眼科装置の制御方法であって、
　前記光源からの光が前記眼底に照射される照射領域の前記副走査の方向の長さが、前記
副走査の方向における前記主走査の走査間隔以上となるように、前記走査手段を制御する
工程を有することを特徴とする眼科装置の制御方法。
【請求項１８】
　被検眼を固視させるための光を発生させる光源と、
　前記光源からの光を前記被検眼の眼底上で主走査および副走査する走査手段と、を有す
る眼科装置の制御方法であって、
　前記主走査の位置および前記副走査の位置に応じて、前記光源を点灯あるいは消灯し且
つ前記光源の点灯状態における前記被検眼の眼底に照射される光の光量を変更するように
、前記光源を制御する工程を有することを特徴とする眼科装置の制御方法。
【請求項１９】
　請求項１７又は１８に記載の眼科装置の制御方法の制御する工程をコンピュータに実行
させることを特徴とするプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明の眼科装置は、被検眼を固視させるための光を発生させる光源と、前記光源から
の光を前記被検眼の眼底上で主走査および副走査する走査手段と、前記光源からの光が前
記眼底に照射される照射領域の前記副走査の方向の長さが、前記副走査の方向における前
記主走査の走査間隔以上となるように、前記走査手段を制御する制御手段と、を有するこ
とを特徴とする。


	header
	written-amendment

